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公的医療保険制度を題材としたモデル授業①（案）（１時間目） 

 

○授業の目標 

・人生には様々なリスクが潜んでいることを理解する。 

・社会保障がリスクに対して国民全体で支え合う制度であることを理解する。 

・各自が必要と考える社会保障制度について考えを整理し、意見を構築する。 

 

指導

過程 
学習内容 学習活動 

学習支援 

（指導上の留意点） 
資料など 教材 

導入

①

（10

分） 

・社会保

障全体に

ついて考

える。 

・社会保障制度の全

体像について考えて

みよう。 

社会保障制度の全体像につい

て考えてみよう。 

・一生の間にどのような社会

保障を受ける可能性がある

かを各自で考えてみる。 

【理解してほしい内容】 

・私たちの安定した生活に欠

かせない社会保障制度。

日々の「安心」の確保や生

活の「安定」を図るための

制度であり、一生を通じて

わたしたちの生活を支える

役割を担っている。 

・日本の社会保障制度には社

会保険（◇医療・年金・介

護等）に加え、社会福祉

（☆児童手当、障害福祉サ

ービス等）、公的扶助（○

生活保護等）、公衆衛生

（□感染症対策・保健事業

等）がある。 

・社会保険は、全ての人々が

生活のリスクを分かち合う

ため、法律で対象者を定め

加入を義務付けている。保

険料の金額は原則、賃金な

どの拠出能力に応じて決ま

る。（必要な保険料を拠出

していないと必要な時にサ

ービスを受けることができ

私たちの生活

と社会保障 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外部講師の

活用の際はオ

ンライン会議

を積極的に活

用。 

・オープンク

エスチョン 

 社会保障制

度が存在しな

かった場合、

私たちの生活

はどういった

ものになるか

を考える。 

・ワークシー

ト形式 

ライフイベン

トごとに対応

する社会保障

制度を穴埋め

形式で学ぶ。 

・外部講師の

活用 

年の近い卒業

生（出産、子

育て、医療、

介護で社会保

障を享受した

体験を話して

もらう。）、各

国の大使館

（各国の社会

保障制度につ

いて聞く。）

へのインタビ

資料２－１ 
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ない。低所得者には保険料

の減免を実施。） 

ュー。 

・映画の視聴 

社会保障全般

を題材に扱っ

た｢家族を想

うとき｣や、

アメリカの医

療保険制度に

ついて扱った

｢シッコ｣等の

映画を視聴す

る。 

導入

➁ 

(15

分） 

・公的医

療保険制

度の仕組

み 

・健康保険被保険者

証（保険証）の役割

から、医療保険の仕

組みを知ろう。 

・保険証を示すことで、国民

誰もが原則３割自己負担で

医療を受けられること、保

険料をプールしている仕組

みなどの知識を整理させ

る。 

 

・原則３割自己負担であるこ

とに加え、高額な医療費が

かかった場合でも、上限を

定めて現実的な負担で済む

こと高額療養費の自己負担

以外の部分は保険財源で負

担していることを理解させ

る 

・公的医療保

険の仕組み 

https://www.

mhlw.go.jp/s

tf/seisakuni

tsuite/bunya

/kenkou_iryo

u/iryouhoken

/iryouhoken0

1/index.html 

https://www.

mhlw.go.jp/c

ontent/12401

000/00068866

4.pdf 

 

・ワークシー

ト形式 

窓口で保険証

を提示した場

合支払う金額

は。 

➀突然高熱が

出たあなた。

近くの病院の

内科でインフ

ルエンザ B型

と診断され、

薬も含めて治

療代は全部で

１万円になっ

た。 

➁マラソン中

に転倒し大腿

骨骨折の大ケ

ガ。手術をし

て１ヶ月入

院。治療代は

全部で 150万

円になった。  

展開

➀（5

分） 

・医療サ

ービスを

受けるこ

・医療機関にかかっ

た時のことを思い出

してみよう。 

・診療内容と費用という答え

がでたら、1点 10円でい

くら医療費がかかったかを

 ・医療費領収

書 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/iryouhoken01/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/iryouhoken01/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/iryouhoken01/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/iryouhoken01/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/iryouhoken01/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/iryouhoken01/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/iryouhoken01/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/iryouhoken01/index.html
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
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と 窓口でお金を支払っ

て受け取った医療費

領収書からどんなこ

とが分かるか。 

確認させる。実感よりも医

療費が高いことに気づかせ

る。 

 

・自己負担額と保険給付額に

ついて意識させ、「保険給

付」がどこから出ているか

を問う。 

展開

② 

(10

分） 

・国民皆

保険制度

の重要性 

・国民皆保険である

必要性について考え

る。 

・各年齢階級における医療費

を個人で負担できるかを考

えさせる。 

（高齢になるにつれ、医療費

は増大していく傾向にある

こと。一方、若いうちも医

療費はかかっているこ

と。） 

 

・国民皆保険制度では所得や

個人が抱えるリスクを問わ

ず、いつでも、だれでも医

療が受けられる。 

・生涯医療費 

https://www.

mhlw.go.jp/c

ontent/12401

000/00068866

4.pdf 

 

 

まと

め(5

分） 

・共助 ・共助の大切さを知

る。 

・誰でも年をとるし、現在の

健康状況、年齢に関係な

く、いつでも予期しないラ

イフイベントに直面するこ

とがあるため、公的医療保

険制度（共助の仕組み）が

極めて大切であることに気

付かせる。 

  

https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
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公的医療保険制度を題材としたモデル授業①（案）（２時間目） 

 

指導

過程 
学習内容 学習活動 

学習支援 

（指導上の留意点） 
資料など 教材 

導入

（3

分） 

・前回の

振り返り 

 

・公的医療保険制度（共

助のしくみ）が極めて大

切であることを振り返

る。 

・公的医療保険制度が大切

である一方、医療費が増

大していることを伝え

る。 

  

展開

① 

（9

分） 

 

・日本の

公的医療

保険制度

の課題 

・少子高齢化における医

療費の増大について知

る。 

 

 

・１時間目の展開➁で取り

上げた様に、高齢になる

につれ、一人当たりの医

療費が増大する傾向にあ

ることを取り上げる。少

子高齢化の進行により、

日本全体の医療費も年々

増加している。 

・平成 30年

度 国民医療

費の概況（図

１） 

https://www.

mhlw.go.jp/t

oukei/saikin

/hw/k-

iryohi/18/dl

/kekka.pdf 

 

展開

② 

（15 

分） 

・公的医

療保険制

度の課題

に対し

て、私た

ちができ

ること 

・上記で公的医療保険制

度の持続可能性につい

て課題があることを理

解した上で、限りある

医療資源の使い方につ

いて、個人として何が

できるかを考える。 

・健康に気を付ける。 

・かかりつけ医に相談す

る。 

・過剰な病院受診（ハシゴ

受診）を控える。 

・ジェネリック医薬品を活

用する。 

・湿布薬、うがい薬、保湿

剤等など市販薬で代替で

きるものは、市販薬を購

入する。 

 

 

 

・健康保険連

合会 

https://www.

kenporen.com

/health-

insurance/ba

sic/04.shtml 

・上手な医療

のかかりかた 

https://kaka

rikata.mhlw.

go.jp/ 

・生涯医療費 

https://www.

mhlw.go.jp/c

ontent/12401

000/00068866

4.pdf 

 

 

展開

③ 

・公的医

療保険制

度の課題

・公的医療保険制度を維

持するために、社会とし

て何ができるかを考え

様々な意見が出るよう工

夫・支援しつつ、出てきた

意見について議論し、国民

  

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/18/dl/kekka.pdf
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/18/dl/kekka.pdf
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/18/dl/kekka.pdf
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/18/dl/kekka.pdf
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/18/dl/kekka.pdf
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/18/dl/kekka.pdf
https://www.kenporen.com/health-insurance/basic/04.shtml
https://www.kenporen.com/health-insurance/basic/04.shtml
https://www.kenporen.com/health-insurance/basic/04.shtml
https://www.kenporen.com/health-insurance/basic/04.shtml
https://www.kenporen.com/health-insurance/basic/04.shtml
https://kakarikata.mhlw.go.jp/
https://kakarikata.mhlw.go.jp/
https://kakarikata.mhlw.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000688664.pdf
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に対し

て、社会

全体とし

てできる

こと 

る。 全体での議論の必要性を伝

える。 

 

・保険料や自己負担割合を

見直す。 

・市販薬で代替できる薬に

ついては、保険適用を

見直す。 

・医療費の伸びを、経済の

伸び率などの一定の範

囲に収めるよう調整す

る。 

まと

め 

（3

分） 

・まとめ ・公的医療保険制度の課

題について理解する。 

・これまでの学習を踏ま

え、公的医療保険制度の

課題を理解し、当事者意

識を持って考えていく必

要があることを伝える。 

  

 


